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１，はじめに

　山口県では土砂災害警戒区域等の指定（35 箇所）を平成 18 年 11 月

28 日に初めて行い、平成 21 年３月末現在 9,321 箇所の指定を行って

おります。市町は土砂災害警戒区域等の指定が行われた区域について

①市町地域防災計画へ記載、②災害時要援護者関連施設利用者のため

警戒避難体制の整備、③土砂災害ハザードマップによる周知の徹底

を行わなければなりません。そこで今回は、区域指定を行った５市

（長門市、岩国市、萩市、防府市、下関市）の中から岩国市（図-１）

の１地区を対象として、行政と住民が協働して土砂災害ハザードマッ

プを試行的に作成しましたので、事例を報告します。

２，土砂災害ハザードマップ(素案)の作成

山口県では基礎調査結果（区域調書、公示図書、

区域図形データ、砂防基盤図）を「土砂災害警戒区

域等管理システム」で管理し、市町からデータの提

供依頼があった場合は必要なデータを提供していま

す(図-２)。

素案を作成するにあたって、表面となる①地図画

像データ（背景にオルソフォト画像＋等高線、土砂

災害警戒区域等の範囲）を JPEG 等の形式で切り出

し、さらに裏面となる②ハザードマップの基本様式

（避難所や緊急連絡先などの枠、Microsoft Word 形

式）と重ね合わせる事により、土砂災害ハザードマ

ップの(素案)が出来上がります。

３，住民との意見交換会（連絡会）

作成した土砂災害ハザードマップ(素案)を用いて、地域代

表者、自主防災組織代表者、岩国市、山口県を交えて意見交

換会を２回実施しました（図-３）。当初、地図の縮尺を Sc=

1/10,000 で作成しましたが（図-４）、①地図が小さくて自宅

が確認出来ない、②場所の目安となる国道や河川名、隣接す

る地区名、③道路や河川は着色して一目で分かりやすくする、

④避難路を表示させる、⑤おおよその土砂移動の方向を表示

させる。さらに日頃から大雨などにより危ない場所（例えば、
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川の増水に伴い通行困難な橋や、道路に隣接している斜面）など、地元住民でしか知り得ない貴重な情報を提供

して頂きました。さらに土砂災害ハザードマップの裏面に関して、①連絡先が複雑でどこに連絡してよいか、判

断に困る、②市役所の連絡先が 1 つしかないので、複数表示して欲しい等　の要望を受けました。これらの意見、

要望等を土砂災害ハザードマップ(案)の作成に反映させました（図-５）。

４，今後の取り組み

　住民との意見交換会を終えて、地域代表者や岩国市は①土砂災害に対する防災意識の向上が図られた、②岩

国市は、他の地区に対しても土砂災害ハザードマップの作成に着手されており、さらに HP にも掲載予定である

など効果が上がっています。今回作成した土砂災害ハザードマップは、地図画像が JPEG 形式であり、両面の枠

はMicrosoft Word 形式となっており、比較的簡単に作成する事ができ、サイズもＡ３でありパソコンプリンタ

ーから印刷可能です。今後は、他の市町でも同様の意見交換会を実施し、住民に対する防災意識の向上を図りた

いと考えております。
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図-５.１　土砂災害ハザードマップ（表面）最終 図-５.２　土砂災害ハザードマップ（裏面）最終

図-４.１　土砂災害ハザードマップ（表面）当初 図-４.２　土砂災害ハザードマップ（裏面）当初


